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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月4日(2010.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力供給に伴い特定の色で発光されるとともに電流の大きさによって当該発光強度が変
化する発光手段を複数有し、該複数の発光手段により発光される複数の色が混合された混
合色を発光色として視認可能とする発光ユニットと、
　前記複数の発光手段に対する電力の供給が可能な電力供給手段と、
　前記電力供給手段から供給される電力に基づいて、前記複数の発光手段に流れるそれぞ
れの電流の大きさを個別に制御する電流制御手段と
を備えたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記発光手段と電気的に接続されて前記電力供給手段からの電力供給が可能な電気経路
が、前記発光手段毎に複数設けられるとともに、
　前記発光手段毎の複数の電気経路について、所定の電気経路に電力が供給された場合に
該所定の電気経路に流れる電流を、同一の発光手段に接続されている他の電気経路に流れ
る電流とは異なる大きさの電流に調節する調節手段が設けられ、
　前記電流制御手段は、前記複数の電気経路のうち前記電力供給手段から電力供給される
電気経路を前記複数の発光手段に対して個別に切り替えることを特徴とする請求項１に記
載の遊技機。
【請求項３】
　前記調節手段は、前記発光手段と電気的に直列に接続され、該調節手段に流れる電流の
大きさを調節するものであることを特徴とする請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記調節手段は、供給される電力と自身の電気抵抗とにより規定される電流を流す抵抗
体であることを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記調節手段は、供給される電力の大きさにかかわらず特定の大きさの電流を流す定電
流手段であることを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記調節手段は、前記複数の電気経路のそれぞれに設けられていることを特徴とする請
求項２乃至５のいずれかに記載の遊技機。
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【請求項７】
　前記電流制御手段は、前記複数の電気経路に対する電力供給又は停止を個別に行うもの
であることを特徴とする請求項２乃至６のいずれかに記載の遊技機。
【請求項８】
　前記発光手段毎の複数の電気経路について、所定の電気経路に電力が供給された場合に
は、同一の発光手段に接続されている他の電気経路に電力が供給された場合と比べて、前
記発光手段の発光強度が半分程度となるように、前記調整手段が設定されていることを特
徴とする請求項２乃至７のいずれかに記載の遊技機。
【請求項９】
　前記発光手段毎の複数の電気経路は電気的に並列に接続されていることを特徴とする請
求項２乃至８のいずれかに記載の遊技機。
【請求項１０】
　前記複数の発光手段として、
　赤色で発光される赤色発光手段と、
　緑色で発光される緑色発光手段と、
　青色で発光される青色発光手段と
を備えたことを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の遊技機。
【請求項１１】
　前記発光手段はＬＥＤであることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の遊
技機。
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